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スマホで教室便りが見られます                       

教室だより 7月号 

暑中見舞い 

「暑中」とは、二十四節気の「小暑」（今年は7月7日～22日）と「大暑」（今年は7月23日～8月6日）を合わせた期間を

指します。この「暑中」の期間に出すのが「暑中見舞い」です。 

梅雨の最中はさすがに的外れなので、梅雨が明けてから出し、立秋（今年は8月7日）を過ぎたら「残暑見舞い」にし

て、8月末までに届くようにします。 

かつて「暑中見舞い」は、暑中に親せきや世話になった方のお宅へお盆の供物や夏バテをふせぐ食べ物を持参して挨

拶をするという習慣でしたが、大正時代に簡素化され、挨拶状をやりとりするようになったようです。今のように手

紙やハガキで言葉を伝える場合は、「中元状」と呼ばれていました。 

お盆の供物を贈る習慣は「お中元」へと変化してゆき、挨拶状を送る習慣は、親交を深めるツールとして発達していっ

たようです。元来「暑中見舞い」は、人と人とが生身で行き交い、敬い感謝する行為だったのですね。 

人間関係がドライになり、昨今はメールでのやりとりが多くなっていますが、「暑中見舞い」という古き良き日本の習

慣を見直してみてもいいかもしれませんね。 

 

公文式の創始者・公文 公（くもん とおる）先生の言葉より 

“自習が中心” 

公文式は、ただ単に学校の成績を上げるためだけの学習ではありません。公文式の学習を通じて自習する経験と方法

を学ぶことによって、他人からいちいち教えられなくても、学ぶべきことを自主的に学習していける力を養うことが

できます。つまり、公文式は十分な学力をつける学習であるとともに、｢自主的に学習｣していこうとする意欲と挑戦

する態度を育み、自立への力を養うことを大切にしているのです。自立した人間になるためにこそ、まだ学校で習っ

ていない内容でも、自習で進んでいけるように教材が整備されています。 

すべての学びの土台となる「読み・書き・計算」の力をしっかり身につけるには、それぞれの子どもに必要十分な練

習を重ねることが不可欠ですが、これらの力さえ確実にしておけば、新しい領域についても自ら挑戦し、「自主的に学

習」していくことが可能になります。 

 

 

 

                                                                                       

公文式本市場教室 火・木 ３～7 時 ℡６１-４９３６(上平方)      

横割教室 月・水 ３～7時 ℡６１－８８９１(福島方) 

指導者：新妻ゆき子  携帯０９０－２２６０－０６７１  

E ﾒｰﾙ:yvonne-yukiko@mbi.nifty.com            

携帯ｱﾄﾞﾚｽ:yvonne-1682-yukiko@docomo.ne.jp 

 

ホームページ  http://www.yukiko-kumon.com  
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*ゆき子の一言コラム 

～やる気を引き出す～ 

やる気を引き出し、持続することができればその子の持つ課題の９０％は解決したも同然だと言われます。 

小学校低学年までのやる気と、高学年からの向上心は大切だと思いながらも、どうしたら身に付くかの具体的な方法

が分りづらいものです。よく「子どもを誉めればいい」と言われます。もちろん原則的にはその通りですが、毎日生

活の中で向き合うわが子にかける誉め言葉を探すのも大変なことです。今日から簡単に家庭で実践できて子どもも、

声をかける自分も変わるという方法を次にご紹介します。幼児から低学年の子ども向けです。 

１、（明るく）「お母さんといっしょにやろうね。」 

２、「すごいねぇ」、「ありがとう」 

３、（こころから穏やかに）「きょうはもういいよ。」 

「いっしょにやろうね」はなかなかプリントへの取り掛かりができないときです。つい、声を荒げてしまいそうです

が優しく明るく声をかけます。 

「ここまでできたね、すごいねぇ。」「きょうもがんばってくれているね、ありがとう。」はプリント学習の途中でかけ

る言葉です。字が丁寧でなかったり、ぐずぐずして２０分、３０分経ったのに２～３枚のプリントしかできていない

と思ったとしても、やる気を引き出す声掛けはこの２語が最適です。 

怒っても急かしても、プリント学習がスムーズに進むものではありません。疲れたり泣いたりしてできない日もあり

ます。そのときは優しく「きょうはもういいよ。またあしたいっしょにやろうね。」で心を解放します。 

さあ、今日から始めてみましょう。 

『足に靴を合わせる教育』こそ大切 

『やる気』を引き出すことで、『自学自習』ができる子どもたちを育てていくことが公文式教育法の本質であり、また

私たち指導者の務めでもあります。そのために大切になってくるのが、一人ひとりに合ったレベルの教材を学習して

いくことです。公文 公（くもん とおる）先生は「靴に足を合わせるのではなく、足に靴を合わせる教育こそが大切

である」と私たち指導者に説かれました。たしかに小さくてサイズのあわない靴を無理やり履こうとしても痛いだけ

ですし、大きすぎる靴も歩きにくいですね。子どもたちの学力はもちろんのこと、気持ちや成長に合わせて教材の進

め方を変えたり、学習枚数を調整したりする、つまり『足に靴を合わせる』ことで、子どもたちの可能性を十分に引

き出すことができます。常に子どもたちの状態、変化をしっかりとつかんで、そのときそのときに合った靴（教材）

を選んであげること。そのことがもっとも大切だという、わかりやすい例えだと思います。私たち指導者・スタッフ

は「この靴は大きすぎないかな」「小さすぎないかな」と、子どもたちの状態をよく見ながら指導に取り組んでまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お休みのときは電話でもメールでも結構ですので連絡をお願いします。 

6月分の会費引き落としは 6月28日（水）です。よろしくお願いいたします。 

(注)休会・退会の場合は、引き落としの関係から 15日までにお申し出下さい。 


